
 「平成」から「令和」へ、新しい時代の幕開けを祝い、市内の小・中学校全校の給食で、令和お祝い献立

を子どもたちに提供しました。令和に込められた願いを、給食の献立に反映させました。これからも給食

では、古き良き日本の歴史・文化を食文化からもしっかりと新しい時代へと引き継いでいきます。 

「令和」に込められた願い 

    まんようしゅう       しょしゅん   れいげつ          き  よ    かぜやわら  

「万葉集」から 初春の 月にして 気淑く風 ぎ 

      うめ きょうぜん   こ    ひら    らん   はいご    こう   かお  

                梅は鏡前の粉を披き 蘭は珮後の香を薫す 
「令和」には、長く続く歴史と文化、四季の美しい自然のあ

る 

日本をしっかりと 願いが 

込められています。       

ほんのり梅の味がおいしい！ 

白玉の紅白がきれい！！ 

鰆がやわらかくて 

おいしいね！ 

       （うめのはなのうた） 

万葉集の「梅花の歌」は 

令和の由来の歌です。 




